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第１９回 理化学研究所 バイオリソース研究センター 微生物材料検討委員会 
（2024年 12月 17日開催） 

評価・提言 
 
微生物材料開発室（室長︓大熊 盛也） 
 
1． 事業実績 
 
（１）前回委員会（2023年開催）の指摘事項への対応は充分か 
 各指摘事項に対して、対応の可否や妥当性について検討の上で十分な対応を行っていることが丁寧
に説明され、的確な対応がなされている。さらに新たな成果に結びつけているものがいくつかあり、高く評
価できる。中には、今後対応すべきものも含まれているが、方向性が十分示されている。 

 SeqCodeは研究者コミュニティーで議論が続いており、カルチャーコレクションとしての情報発信が期待さ
れている。複数の学会を通じて主体的に情報発信が行われているだけでなく、国際原核生物命名規
約（ICNP）を管理する ICSP の Executive Board に室員が就任したことは意義があり、今後の発
展に大きく寄与するものと極めて高く評価される。 

 基準株の整備の推進に加え、共生・難培養性微生物も扱う機関として質・量ともに他の機関を凌駕し
ている実績について、具体的な事例が明記され、特に Asgard Archaea の分離株は JCM からのみ
入手可能なことは特筆すべき点である。 

 海外の機関との連携について、株の共有・交換を行う仕組みを構築しており、寄託件数の多いアジア
諸国からの留学生や研究者の受け入れを行っており、国際連携を強化しようとする点も評価される。ま
た、英文による情報発信は適切に対応されていた。 

 画像データ等について、9,100 株以上が公開され、JCM BLAST の公開など適切に運用され、カタロ
グも使い勝手が向上していて、ユーザーには大変優れたデータベースになっている。 

 持続的運営について、設備の適切な更新と専門性の高い人材確保に努めていた。 
 事前に資料を配布されているので、指摘事項への対応に関する説明は行わずに、質疑応答で回答す
る方針としても良いかもしれない。その場合、事前にその旨、委員にお伝え頂く必要はある。 

 
（２）令和 6年度の実績（バイオリソース整備事業・国際化・人材育成・情報発信なども含む）は

世界の主要なバイオリソースセンターの関連事業の水準に達しているか 
 収集、保存、提供といった基本的かつ重要な整備事業の実績は世界でもトップレベルであり、十分な
実績をあげている。原核生物基準株総保有数が世界2位、2023年度の寄託数がトップ、および、酵
母の基準株保有数が世界 3 位レベルという素晴らしい実績がそれを物語っており、学術研究の基盤が
支えられている。 

 保有数（特に中国、韓国からの寄託数）、提供数、品質管理、リソースを使用した成果（論文、特
許数）、国外への発信・貢献など素晴らしい成果があり、世界的な水準に十分達している。 

 寄託受入数や提供数も高いレベルを維持しており、バイオリソース整備事業は非常に高い水準にあると
評価される。寄託受け入れについては海外からが多く、国内の利用者へ高いレベルで提供を行っており、
国際貢献と国内の学術・産業への貢献が評価できる。 
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 難培養微生物に関する対応は世界的にも類を見ない能力と実績を示しており、バイオリソース整備事
業として学術的な貢献度が高いと評価する。 

 2018～2024年で、66％の寄託が 32 カ国からあること、提供数の 32%は海外 54 カ国であること、
特にアジアの微生物学研究の基盤を支える中核的な拠点になっていることなど、国際性を評価する。 

 SeqCodeにおいてプレゼンスを示し、国際会議での発表、さらに海外からの研究者の受け入れなどから
も国際化への取り組みも高く評価できる。 

 海外への提供数が減少しているということであったが、JCM 株を利用した論文数自体は確保されており、
情報の利用者も含め、世界的なプレゼンスは高いまま維持されているものと判断される。 

 通関や安全保障など様々な制約がある中で、リソースの拡充・維持が適切になされている。 
 品質管理体制が万全であり、2017 年以降提供後の不具合が 0 件である。品質管理の面でも世界
トップと言える内容である。その結果、提供株を用いた研究が論文発表に結びついており、この 6 年間
で年平均 561 報になること、また、社会的貢献は公開特許の件数（1,638 件、2007 年～）にも
表れている。 

 保有株数を含め、高品質な管理・運営により世界的にも非常に高い水準を維持している。 
 質量分析などを取り入れ品質管理を高度化しており高く評価できる。 
 利用者の利便性に配慮した HP や DB などの構築もおこなわれている点が評価できる。DSMZ などの

HP と比較しても、JCMの HPは、各菌株の付帯情報（16Sやゲノムの配列など）へのリンクが使いや
すい。おそらく、株の分譲を希望していない情報閲覧ユーザーも多いのではないかと思う。 

 ウェブページ、カタログデータだけでなく、メールニュース配信、技術研修等、多岐にわたる活動を行ってお
り、国際的なセンターとしての情報発信とアウトリーチ活動が評価できる。 

 メールニュースの発信（日本語・英語）や、国内外に向けた品質管理の啓発も十分に進められている。
情報発信も特に海外ユーザーに向け強化し、その効果が出てきている。 

 世界的にカーボンニュートラル社会の構築が叫ばれている中で、“CO2 を直接的に製造の原料とするバ
イオものづくり技術の開発”に向けて、「JCM 保有株からの発掘」と「新規 CO2 固定微生物の探索」を
始めており、先進性が評価できる。 

 菌株の管理に加え、付加価値を上げるためのオミクス情報の整備にも着手している。 
 リソースの活用に寄与するような外部資金を獲得されている点も評価される。 
 国際的な観点からも極めて高い水準で事業を推進していると評価する。とりわけ、人材育成における取
り組み、マネジメントは高い水準であり、持続可能性を考えた対応をされている。 

 人材の育成は、退職される研究員に合わせて計画的に進められている。室員のだれかが毎年、学会優
秀発表賞を受賞するなど若手が活躍しており、そのような人材が任期雇用から無期雇用へと転換して、
特殊なノウハウをもつ人材の確保に尽力されて JCM を支える次世代を育成している。 

 限られた予算の中で、設備更新、人員補強、世代交代も適切に実施されている。 
 JCM を含む BRC 全体で、将来を見据えた余裕のある人員体制の構築を検討する必要があるように
感じた。リソースごとに担当者を割り当てることは、専門性と効率化の観点から重要だろうが、担当者が
一時的に不在の場合でも業務が滞らない体制を整えることが求められる。 

 国際化の一環として、JCMやBRC全体で若手、中堅研究者に対し、主要な海外機関への派遣や留
学の機会を提供することを検討頂きたい。こうした海外派遣を通じて、世界的な視野をもつ人材の育
成や人的交流を促進するとともに、JCM の活動を国際的に発信する効果も期待される。 
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（３）理研 BRCの第 4期中長期計画（2018年度～2024年度の 7年間）は予定どおり実施

されたか 
 保存株の品揃え、高品質化、利活用研究、国際的なハブ機能のいずれにおいても、第 4 期中長期
計画に沿って実施されており、全ての項目について非常に高い水準で成果・実績をあげている。 

 中長期計画に沿った適切な活動とマネジメントをされていると高く評価する。微生物分野の基準株開
発、収集、共有において高い水準を維持されており、センターの発展に大きく貢献している。 

 社会や研究のニーズに応える多様なリソースを確保しつつ、世界最高水準の品質を目指した取り組み
を着実に実現している。また国際ハブ機能の強化を目的とした活動やリソースの利活用を促進する培
養・解析技術の開発も進めているなど、第 4 期中長期計画に沿って適切に事業と研究の両立が図ら
れており、センターの発展に貢献している。 

 特に共生・難培養微生物の技術開発とそれによる学術成果は JCM の世界的プレゼンスを示すもので
ある。また、リソース整備は特筆すべき実績であり今後世界からも高く評価されブランド力向上に寄与す
ると期待される。 

 共生・難培養微生物の整備や、ゲノム情報の整備に付随した JCM BLAST の公開、国内外の共同
研究による新たなリソースの開発など高く評価される項目も多い。 

 付加価値の高い微生物の整備により、世界最高水準の品質を維持し、多くの共同研究を実現してい
る。CO2固定微生物や難培養微生物の整備など、チャレンジングな活動も継続的に進めている。産業
利用への期待も高く、今後さらなる成果が期待できる。 

 様々な方法での情報発信により世界的な認知度が向上し、次世代人材育成にも貢献している。 
 情報発信（DB 化を含む）などについては労力がかかると思われるため、永続的な運用のため理研内
の他部署などとの連携も含めて、省力化や効率化できる点がないか引き続き検討していただくことを希
望する。 

 中長期的な観点からすれば、第 4期は計画通り、または上回って実施されており、残された課題はない
と判断される。 

 積み残し課題としては、ゲノム情報整備や糸状菌遺伝子検査、それらに付随する情報検索、分離源
情報の整備などがあるが、技術的な制約により当初より達成が難しいものとされていた点もあり、次の課
題になるものと考えられる。いずれも適切な対応が計画されて既に対応を進めており、継続的にそれらに
取り組めば近い将来に達成されるものと判断される。 

 ゲノム情報未整備の基準株については、NBRP ゲノム情報等整備プログラムへの申請を予定されてい
るとのことですので、順次計画的に整備できるものと期待される。 

 残された課題として、真菌のゲノム情報の整備、遺伝子検査があるが、細菌よりも手間がかかり、世間
的にも遅れている分野なので、今後の展開が期待される。 

 糸状菌の遺伝子検査については、まずは提供履歴のある株を中心に整備を進めるとともに、将来的に
は全株を対象として遺伝子解析や形態による品質検査が行われることが望ましい。 

 
２．事業計画について 
 
（１）令和 7年度の計画は適切か、また、センターの発展に貢献するか 
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 令和 7 年度の計画は適切で、その計画はセンターの発展に大きく貢献するものである。
 これまでの高い実績に基づきながら、品質管理、情報・広報を確実に推進し、さらにペーパーレス化など
の業務効率化を図り、実務の確実性向上を進めようとしている。また、これまでの共生・難培養微生物な
どの特徴をさらに大きく展開し、21 世紀のキーワードとなる環境・健康そして食とエネルギー分野に貢献
するバイオリソースを構築することが期待できる。

 「基準株の整備で最高水準を維持」という計画は、JCM の世界的な存在感を高めることが期待され、
「環境と健康の研究分野、共生微生物と難培養微生物」に重点をおく方向性も適切である。特に、難
培養微生物の保有では、世界の微生物学研究者から、その成果が期待されるであろう。これは、センタ 
ーの発展に大きく寄与するものである。

 共培養系のリソースやアーキアなどの培養が難しい株については、JCM の強みであるので、積極的にリソ 
ースの開発を続けていくことで国際的なプレゼンスの向上にも寄与すると期待される。

 国を超えた移転の問題については、非常に難しいと思われるが、国内のバイオリソースの整備のためにも
適切に対応していただきたい。

 アジアでの収集活動の継続実施、品質管理の徹底および保存・提供の継続、ゲノム情報整備の充実、
アジアを中心とした国際交流の推進といった取り組みにより、センターの認知度とブランド力の向上が期
待される。

 収集・保存・提供、品質管理、付随情報の整備、業務の効率化など、いずれも計画は具体的かつ適
切である。これらは BRC にとっても非常に重要であり、ますますの発展に貢献するものと評価できる。

（２）当初計画にない、新規に整備すべきリソース、研究開発、技術開発はあるか
 ウェブ上のカタログ機能など、他のバイオリソース機関と比較しても優れたコンテンツと機能を有しており、
定期的な情報更新がなされている一方で、その見た目（ホームページ、カタログの表示）が少し古い
印象がある。外注等を活用し、より良い見た目のホームページ、カタログに刷新できるとより良い。

 JCM株の BLAST検索システムにおける結果表示方法を改善されると良い。
 強いて挙げるなら、ゲノム情報や分離源情報のさらなる充実かもしれない。ただし、こうしたことはある意

味キリのない話でもあり、サービスを受ける側のフィードバックもある程度利用する仕組みの導入が必要
ではないか。

 難培養性微生物の維持、管理の簡略化の検討、特に凍結保存等の長期安定的な保存手法の開
発について検討されると良い。

 難培養微生物の培養依頼が増加した際に対応するため、技術伝承および専門性の高い技術員の
拡充をされると良い。

 寄託株の受け入れ検査については、TOFMS などを利用する品質検査を実施するということであるが、
引き続き簡便な検査手法の開発・利用や、寄託者へのチェック項目の作成などの省力化につながる
取り組みを期待する。

 以前の委員会で意見として出された質量分析における Bruker と島津のデータの互換性について、現
状では難しいと考えるが、引き続きアプローチできることがあればトライして頂きたい。

 難培養性微生物とともに共生微生物のバイオリソースの整備も重要である。バイオものづくりの側面でも、
や植物内性菌や根圏の難培養性微生物の整備は、食・健康さらに環境から優先すべきである。そのた
めには、培養を介さない 1 細胞解析技術の開発が必要である。1 細胞ゲノム解析はもちろんのこと、1
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細胞イメージング解析による細胞評価（属種の判別、機能）技術の開発も重要となるため、JCM も
イメージング解析部門を設置してほしい。 

 あえて、個人的な見解を述べれば、微生物学研究は、アンチバイオティックス（微生物を排除）からプ
ロバイオティックス（微生物と共存）の方に重点がシフトし、マイクロバイオームの研究によって、さらにそ
の方向に加速している。そのことからすれば、環境と健康の境界はない。健康であることは、有害微生
物のみに着目するよりも、どんな環境マイクロバイオームのなかで生活しているか、が問われてくる。遺伝
子の水平伝播は微生物間だけの話でなく、高等生物にも及び、そのような微生物世界像へバージョン
アップされていくなかで、新規に整備すべきリソースが見えてくるのかもしれない。 

 
３．その他（長期的展望からの助言や提言等） 
 難培養微生物を含め、その保存と寄託業務は極めて専門性の高い事業であり、そのノウハウを持った
人材の確保、長期的な支援、補充は不可欠であると思う。引き続き人材育成等への尽力をお願いす
る。また、人材確保やさらなるセンターの充実のため、省庁等からの十分な予算確保をお願いする。 

 アジア各国との連携や研究交流は盛んに行われているが、欧米諸国との連携は今後の課題として取り
組む価値があるかもしれない。例えば、世界トップレベルのコレクションの一つ DSMZ との人材交流や情
報共有（特に利用拡大に向けた取り組み）を通じて、双方のコレクションの強みや課題を学ぶ機会と
するのはいかがか。 

 今年度をもって退職される特別嘱託研究員は微生物命名規約の専門家としても長年に渡り、JCM
内外で活動、大きく貢献されてきた。今後もこうした命名規約の専門家の人材確保、育成を JCM とし
て取り組まれることをご検討頂きたい。 

 新種記載の際に、以前は性状の比較解析に基準株の利用が必須であったが、最近はデータを引用す
るだけでも許される傾向ということで、提供数に影響がある可能性が考えられるとのことであった。今後は、
GteX のプロジェクトで行っているような物質生産や環境保全に利用できるような株の新規リソースの開
発や情報整備を進めることで、付加価値の向上や新規利用者の開拓にもつながると思われる。 

 CO2 固定微生物、難培養微生物の整備、およびゲノム情報の整備は、産業界における微生物を用
いたものづくりに有用な情報提供につながる可能性があるため、継続を推奨する。 

 限られた予算と人員の中で、定常的なリソース拡充・維持業務とチャレンジングな業務のバランスについ
ては、通常業務の確実な遂行を優先しつつ、さらなる発展に向けた課題として検討を続ける必要がある。 

 素晴らしい実績、成果を上げているが、報告では細菌・酵母・糸状菌まとめての数字となっていて、詳細
が見えにくくなっている。提供数の多い微生物は、ほとんどが細菌となっていて、酵母、糸状菌はどのよう
な種が利用され、どのような成果が出ているのか、興味があるところです。データ量が多くなり発表内容が
散漫となってしまうかもしれないが、一部のデータ（例えば、成果論文数など）は細菌・酵母・糸状菌の
内訳を示していただければと思う。 

 JCM 株の品質の高さや利用のしやすさは研究者にとって大変重要である。一研究者として、リソース事
業に携わっているすべての方々に深く感謝申し上げる。例年、素晴らしい保存と提供の実績を挙げられ
ている一方、数値自体を目標にしすぎないことも必要かもしれない。現状維持を行うとしても、既にサー
ビスの質を向上していること、実際には例年増え続けるリソースに対応し維持することでもあるから、毎年
負荷が増大していくことは疑いない。維持可能な菌株数、提供可能な菌株数など、事業に従事するマ
ンパワーとの兼ね合いで、どこかで決める必要も出てくるのではないかと考える。 


